
XA シリーズ エア駆動油圧ポンプ

型式
シリアル番号

XA12

XA11

XA11G
XA12G

XA11V
XA12V

取扱説明書 JA



ポンプのリリーフ弁の設定を最高圧力以上にあげないでください。
ポンプのリリーフ弁は取り外さないでください。

      

操作中は、人身事故を防止するため、シリンダや作業物に手足を近づけないでくださ
い。

加圧中のホースには触れないでください。

取り扱いを誤った場合に、死亡や重傷の人身事故を負う可能性が高いことを示
します。
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安全について

製品をお受け取りの際のご注意
構成部品は全て輸送時に損傷を受けていない
か目視検査してください。輸送時の損傷は保証
の対象になりません。輸送時の損傷を見つけた
らすぐに運送業者に通知してください。運送業
者は輸送時の損傷から生じた一切の修理費と
交換費の責任を負います。

安全について
すべての説明、「危険」、「警告」、「注意」の事項
を丁寧にお読みください。安全上の注意を遵守
して、システム操作中の怪我や物的損害を防ぎ
ます。
製品の危険な使用、メンテナンスの不備、また
は、間違った製品操作およびシステム操作が原
因による破損や怪我については、エナパックは
責任を負いかねます。安全上の注意および操作
についてご不明点がございましたら、エナパック
までお問い合わせください。

危険

高圧油圧機構の安全性についてのトレーニングを受けたことが
ない場合は、Enerpac油圧機構安全性コースの受講について
販売店またはサービスセンターにお問い合わせください。
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磨耗した部品や破損した部品は直ちにエナパック純正部品と交換してください。エナパ
ック純正部品以外の部品は、壊れて怪我や物的損害につながることがあります。エナパ
ック部品は正しく適合し、高圧に耐えるように設計されています。

油圧機器で支えた積載物には近づかないでください。
シリンダを積載物持ち上げ装置として使用する場合は、積載物を保持する装置とし
ては使用しないでください。積載物を持ち上げたり降ろした後は必ず機械的に固定
します。

加圧中にシリンダのカップラやホースを外さないでください。また万一シリンダに著し
い過負荷が掛かると、シリンダが破損し大怪我をすることがあります。

      

積載物の保持には十分な強度を持つ構造にしてください。
積載物を支えることのできる鉄鋼または木製ブロックを選定します。

シリンダに偏芯荷重を掛けないでください。荷重が中央にないと、シリンダおよびプラ
ンジャに大きな負担が掛かり、破損する場合があります。また、積載物が滑ったり落下
して危険につながることがあります。

油圧システムに使用されている機器の最も低い耐圧を超える圧力で使用しないでく
ださい。また安全のために油圧ゲージを取付けてください。

定格圧力を超えて使用しないでください。シリンダの能力を超える重量の積載物は
持ち上げないでください。過負荷が原因で装置が故障し、怪我をすることがありま
す。シリンダは 700 bar/10,000 psi/70 MPa の最高使用圧力に設計されています。
シリンダの最高使用圧力を超える仕様のポンプに接続しないでください。

油圧装置を操作する際には適切な保護服を着用します。

      

積載物を持ち上げる前に、取り付けが安定していることを確認します。
シリンダは、積載物を支えることのできる平らな面に置きます。シリンダベースプレー
トがある場合は使用する等で安定性を高めます。
シリンダを溶接で改造したりして、ベースやその他のサポートを取り付けないでくださ
い。

油圧ホースを配管する際には曲げたり折ったりしないようにします。
曲げたり折ったりしたホースを使用すると、ホースが破裂する場合があり、危険です。

ホースの上に重い物を落さないでください。

負荷はサドル面全体に均等に配分してください。
また必ずサドルを使用してプランジャを保護します。

油圧機器を移動する時に油圧ホースで持ち上げないでください。

油圧装置は火や熱に近づけないでください。
高温でパッキングやシールが柔らかくなり、液漏れの原因になります。

修理は分解組立方法を十分理解した保全担当の方が行ってください。

エアライン潤滑装置の使用を強く推奨致します。連続運転で毎分一滴の潤滑を行う
ように潤滑装置を設定します。Mobil Almo 525、Shell Torcula 32、または同等の
高品位エアーツールオイルをご使用ください。 

プランジャを引き出した状態で、シリンダーまたはツールをポンプに接続しないでくだ
さい。システム内に余分なオイルがあると、ポンプの袋が損傷する場合があります。 

取り扱いを誤った場合に、死亡や重傷の人身事故を負う可能性があることを示
します。

取り扱いを誤った場合は、軽傷や中程度の障害、物的損害を負う可能性がある
場合を示します。

安全について

上記および次の「危険」、「警告」、「注意」の事項を遵守しないと、装置の破損や怪我につながることがあります。

警告 注意
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接続

2x 1x1x

1 3

2x

1 2 3

入力エア圧力 2,1-8,6 bar • 30-125 psi • 0,21-0,86 MPa 

XA

XA-V

4

吐出圧力 0-700 bar • 0-10.000 psi • 0-70 MPa 

2

ATEX

P供給エア 

P吐出口

P供給エア 

P吐出口 B

P吐出口 A

88 -102 Nm 
65 -75 FT LBS

88 -102 Nm 
65 -75 FT LBS

1x
Mobil Almo 525
Shell Torcula 32

/minuteOIL

1x
Mobil Almo 525
Shell Torcula 32

/minuteOIL

5/16”
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 L 最長 = h + 20 mm
M5 タッピングスクリュー

#10 – 16 UN タッピングスクリュー

設置

292 mm (11.50")

309 mm (12.15")
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取り扱い

1 2 3

4 5 6
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XVARI® Technology、吐出流量を精密に制御する構造で、シリンダの前進・戻り操作を可能にする技術です。特に正確な積載物の位置決
め、位置合わせ、ジャッキダウンが求められる作業では、 XVARI® Technology 実現できます。

XVARI® Technology、生産性、品質、安全性の向上ができます。

操作

P吐出口 P吐出口 P吐出口
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1 2 3

4

XA / XA-V

戻り操作

P吐出口

カチッ

P吐出口 P吐出口

P吐出口
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1 2 3

4

XA-V

5

切換弁の操作

P吐出口 A P吐出口 B

PÖl A PÖl B

最高 最高

P吐出口 A
最高

P吐出口 B
最高
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1 2 3

4

取外し

P供給エア

P吐出口 P吐出口
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1 2 3

4 5 6

メンテナンス

8  mm8  mm

Öl

P供給エア

P吐出口

純正作動油

純正作動油

水洗い

水洗い
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標準

調整後

1

1 2 3

5  mm

最高圧力設定

最高圧力は < 700 bar/10.000 psi/ 70 MPa

最高圧力は < 700 bar/10.000 psi/ 70 MPa

Bar
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製品仕様

適用シリンダ 有効油量 型式(1) 圧力計 3 位置3 方弁 3 位置４方弁 質量 型式(1)

リットル in³ kg lbs

単動式
1,0 61 XA11 なし 有り なし 8,6 19.0 XA11

2,0 122 XA12 なし 有り なし 10,2 22.4 XA12

単動式
1,0 61 XA11G 有り 有り なし 8,8 19.4 XA11G

2,0 122 XA12G 有り 有り なし 10,4 22.9 XA12G

複動式
1,0 61 XA11V なし なし 有り 10,1 22.3 XA11V

2,0 122 XA12V なし なし 有り 11,7 25.7 XA12V

複動式
1,0 61 XA11VG 有り なし 有り 10,3 22.7 XA11VG

2,0 122 XA12VG 有り なし 有り 11,9 26.2 XA12VG

(1) ハイフローカプラ CR-400 は別売です。

最高吐出油圧力 吐出流量 6.9 bar/100 psi/0.69 MPa 時 ポンプシリーズ バルブ機能 供給エア圧力範囲 消費エア量

無負荷 負荷
700 bar 2,0 l/min. 0,25 l/min.  XA1 前進/保持/戻し 2,1 - 8,6 bar 283 - 991 l/min.

10.000 psi 120 in³/min. 15 in³/min. XA1 前進/保持/戻し 30 - 125 psi 10 - 35 ft³/min.

70 MPa 2,0 l/min. 0,25 l/min. XA1 前進/保持/戻し 0,21 - 0,86 MPa 283 - 991 l/min.
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問題 原因 対策
ポンプが始動しない エアがオフになっている エアをオンにします

エア圧が低い エア圧を上げます

エアラインが詰まっている エアホースの詰まりを取り除きます
エアラインに漏れがある エア漏れを修理します
エアモーターの故障 エナパックサービスセンターまでご連絡ください

「圧力」ペダルの下に異物が挟まっている ペダルから異物を取り除きます
オイルレベルが低い オイルを補充します
保管期間が長過ぎた 空気モーターを潤滑します
エア空気モーターが潤滑されていない エア空気モーターを潤滑します

ポンプ圧力が上がらない 外部漏れ 漏れを修理します - ホースおよび/またはアクチュエータを交換しま
す

ポンプの内部漏れ エナパックサービスセンターまでご連絡ください
オイルレベルが低い オイルを補充します

「圧力」ペダルの下に異物が挟まっている ペダルから異物を取り除きます
ポンプの故障 エナパックサービスセンターまでご連絡ください

ポンプ圧力が規定値に到達しな
い

エア空気圧が低い 供給エア吸気圧力を上げます

内部リリーフ弁が低く設定されている リリーフ弁を設定し直します
外部システム漏れ 漏れを修理します - ホースおよび/またはアクチュエータを交換しま

す
システムの内部漏れ エナパックサービスセンターまでご連絡ください
ポンプの故障 エナパックサービスセンターまでご連絡ください

ポンプ圧力は上昇するが積載物
が動かせない

積載物がシリンダ能力を超えている より大きな容量のシリンダを使います

シリンダへの油圧管路が詰まっている 油圧ホースを点検します
油圧カプラが締まっていない カップラを締めます

ポンプ圧力が保持しない 外部システム漏れ 漏れを修理します - ホースおよび/またはシリンダを交換します

システムの内部漏れ エナパックサービスセンターまでご連絡ください

トラブルシューティング
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トラブルシューティング

問題 原因 対策
シリンダが戻らない 「PRESSURE」ペダルの下に異物が挟ま

っている
ペダルから異物を取り除きます

「荷重戻し」シリンダ上に荷重がない シリンダに「戻し」荷重積載物をかけてく
ださい

シリンダ内部の戻しばねが壊れている シリンダを交換/修理します
リリーフ弁の故障 エナパックサービスセンターまでご連絡く

ださい

オイル流量不足 エア供給量が不足 エア供給に漏れがないか点検します
オイルレベルが低い ポンプにオイルを補充します
エアフィルターが汚れている RFL のエアフィルターを清掃します
貯蔵タンクのブラダの故障 エナパックサービスセンターまでご連絡く

ださい

ポンプの下が濡れている 排気からの結露水 エア供給システムのエアドライヤーを点検
します

供給エアの潤滑が多過ぎる RFL ユニットのエア潤滑装置を調整しま
す

タンクからのオイルのオーバーフロー ポンプは引き戻したシリンダ/アクチュエー
タには接続しないでください

内部漏れによるオイル エナパックサービスセンターまでご連絡く
ださい

ポンプが冷たい 空気の断熱膨張による温度低下 連続的に使用した後に起こる通常の状態
です – 故障ではありません

ポンプが熱い 油温度が 60 ºC / 140 ºF以下の場合 故障ではありません
油温度が 60 ºC / 140 ºF以上の場合 油量を点検します -油量が低い場合は補

充します
油が冷えるまで待ってください
大きいタンク容量のポンプを使います

メモ：他の言語による本取扱説明書は、www.enerpac.com 
でご覧いただけます。
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